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総務企画委員会東京電力株式会社常陸那珂火力発電所、日立市役所火力発電所の概要と運転の状況を調査

環境商工委員会下館市の商店街、真壁町の街並み、石材産地（岩瀬町）歴史的資源を生かしたまちづくりを調査

閉会中の委員会活動

保健福祉委員会潮来保健所、神栖町木崎地区、鹿島病院飲用井戸のヒ素汚染で住民の声を聞く

近隣の住民の方から現況や要望を伺う

東京電力 株 常陸那珂火力発電所で施設の概要説明を受ける

　下館市「しもだて地域交流センター アルテリオ 」において、中心市街地

の活性化策について、商工会議所や市の職員から稲荷町通りのまちづくりや

中心市街地活性化基本計画の概要の説明を受けました。当地区は、官公庁や

民間の施設を周辺の道や広場などと連携して整備し、魅力と賑わいを 出す

るシビックコア地区とされ、来年２月には国の合同庁舎が着工されます。

　次に、真壁町中央公民館において、登録文化財を中心とした街並みを生か

したまちづくりについて、真壁町助役やまちづくり活動に取り組んでいる蔵

布都（くらふと）代表などから取組み経緯や活動状況などについて説明を受

けた後、街並みを視察しました。委員から各団体の連携の状況について質問

があり、行政、商工会、ボランティア、石材業者など各団体の活動者が会員

となる組織があり、意見交換をしながら進めているとの答えがありました。

　最後に、岩瀬町において、石材産地のイメージアップと石材副産物の有効

利用を目的として石材関係者が取り組む石材研磨粉を培土として利用したト

マト栽培について関係者から説明を受け、実験プラントを見学しました。委

員からは、現在の採算性、他種目への応用の可能性などたくさんの質問があ

りましたが、糖度が１３度にも達するトマトに一様に驚きました。

　東京電力株式会社常陸那珂火力発電所において、火力発電所の概要と運転

の状況について説明を受けました。

　この火力発電所は、石炭を燃料とする発電所として平成１５年１２月に運

転が開始されました。東京ドーム約３０個分にあたる約１

４１万平方 の規模を有するこの発電所には、それぞれ１

００万ＫＷを出力する１号機と２号機の整備が計画されて

おり、現在は１号機が運転されています。委員からは、石

油と比較したコスト面での優位性などについて質問があ

り、偏在性が低く価格が安定しているため、長期的には優

位であるとの答えがありました。

　次に、日立市役所において、まちづくり特例市の指定に

伴う権限移譲の効果について説明を受けました。

　まちづくり特例市制度は、市町村が自主的・自立的にま

ちづくりに取り組めるよう、地域の中核を担う一定規模以

上の市を対象として、土地利用や福祉関係などの主要事務

を移譲する制度です。平成１４年度に指定を受けた日立市

においては、事務処理期間の短縮や窓口の一元化が図られるなど、住民サー

ビスの向上に繋がっています。委員からは、県との今後の人事交流の進め方

などについて質問がありました。

明治に建造した住宅前で家の造りなどについて伺う

　潮来保健所において、神栖町における飲用井戸のヒ素汚染について、発生

から現在までの経過、健康被害対策の内容、住民の相談内容、汚染源の調査

状況や地元の対応などについて説明を受けました。医療手帳の交付状況は平

成１６年４月３０日現在で申請者４１５人、うち交付者数が１１６人となっ

ています。

　委員からは、転居された住民に対する追跡調査の実施や、今回の事件につ

いての早急な調査と住民への報告に向けた努力などについて質問がありまし

た。県は、転居された方については、転居先を調査して健康調査を実施して

いると答え、また、現在分かっている状況について、出来るだけ早期に説明

する場を作れるよう環境省とも協議していきたいと答えました。

　その後、神栖町木崎地区を訪れ、住民の方の声を聞きました。

　次に、鹿嶋市の（財）鹿島病院を訪れ、県立医療大学付属病院の大田仁史

院長から茨城県における地域リハビリテーションの支援体制について講話を

受けた後、地域リハ・ステーションである鹿島病院の概要について説明を受

けました。

　鹿島病院では２市２町１村を対象地域として理学療法士や作業療法士が訪

問リハビリテーションを実施しているほか、市町村の機能回復訓練事業や社

会福祉施設への技術支援などに取り組んでいます。
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乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
は
助
成
制
度
の
拡
充
を
検
討

石
岡
有
料
道
路
の
無
料
化
は
平
成
一
六
年
度
末
ま
で
に

学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
教
員
の
徳
力
向
上
で
推
進

建設中の湊大橋

早
期
無
料
化
が
望
ま
れ
る
石
岡
有
料
道
路

北浦と高度処理型合併浄化槽の取付の様子

　
議
員
（
自
民
）
　
子
ど
も
の

医
療
費
負
担
は
少
子
化
が
進
む

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
県
で
は
、
既
に
就
学
前

ま
で
の
軽
減
策
を
制
度
化
し
て

お
り
、
無
料
化
に
向
け
た
制
度

創
設
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た

い
。

　
知
事
　
本
県
の
妊
産
婦
医
療

費
助
成
と
乳
幼
児
医
療
費
助
成

を
合
わ
せ
た
受
給
者
一
人
当
た

り
の
補
助
額
は
全
国
平

よ
り

高
く
な
っ
て
い
る
が
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
、
要
望
を
踏
ま
え
、
議
会

と
十
分
に
相
談
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

　
議
員
　
霞

浦
・
北
浦
水
質

浄
化
に
向
け
制
度
化
さ
れ
た
高

度
処
理
型
合
併
浄
化
槽
の
補
助

事
業
は
、
設
置
者
の
負
担
増
も

あ
り
、
導
入
が
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
。
負
担
の
軽
減
策
を
含

め
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い

た
い
。

　
生
活
環
境
部
長
　
今
年
度
か

ら
、
計
画
的
な
整
備
、
適
正
な

維
持
管
理
、
個
人
や
市
町
村
の

負
担
軽
減
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
市
町
村
設
置
型
の
事
業
に
つ

い
て
、
市
町
村
に
対
す
る
設
置

事
業
費
等
の
助
成
制
度
を

設

し
、
普
及
を
促
進
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
鹿
島
港
の
整
備
、

カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
活
性
化
な
ど
も
質
問
）

（
２
面
か
ら
続
く
）

　
こ
う
し
た
環
境
の
も
と
に
誕

生
す
る
新
法
人
は
、
現
場
主

義
、
安
全
主
義
、
効
率
主
義
に

立
脚
し
、
優
れ
た

造
性
と
万

全
な
安
全
性
に
対
し
て
経
営
者

が
責
任
を
持
つ
こ
と
を
国
民
す

べ
て
が
期
待
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
か
か
る
意
味
で
、
黎
明
期
か

ら
今
日
ま
で
発
展
を
支
え
て
き

た
原
子
力
の
メ
ッ
カ
と
も
い
う

べ
き
茨
城
県
に
お
い
て
こ
そ
、

統
一
的
か
つ
一
元
的
な
安
全
管

理
体
制
の
確
立
や
新
た
な
領
域

の
開
拓
に
向
け
た
研
究
・
開
発

が
促
進
さ
れ
、
国
民
生
活
の
質

の
向
上
、
さ
ら
に
新
し
い
産
業

分
野
の

出
が
可
能
で
あ
る
と

確
信
す
る
。

　
更
に
、
願
わ
く
ば
原
子
力
の

将
来
が
、
人
類
の
新
た
な
文
化

の

造
に
結
実
す
る
こ
と
を
切

に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
日
本
原
子
力
研
究

所
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機

構
の
統
合
後
の
新
法
人
に
お
い

て
は
、
茨
城
県
内
に
本
社
を
設

置
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

　　
緊
急
地
域
雇
用

出
特
別
交

付
金
制
度
の
継
続
・
改
善
を
求

め
る
意
見
書

　　
我
が
国
の
景
気
・
経
済
状
況

は
、
大
企
業
を
中
心
に
回
復
の

兆
し
が
見
え
る
も
の
の
、
地
方

経
済
や
中
小
企
業
は
依
然
と
し

て
低
迷
状
態
に
あ
る
。

　
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
、
全

国
の
完
全
失
業
率
が
依
然
と
し

て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る

中
に
あ
っ
て
、
特
に
本
県
の
有

効
求
人
倍
率
は
、
平
成
一
四
年

四
月
以
降
二
五
か
月
連
続
し
て

全
国
平

を
下
回
る
な
ど
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

平
成
一
三
年
度
に
国
が

設
し

た
「
緊
急
地
域
雇
用

出
特
別

交
付
金
制
度
」
は
、
県
や
市
町

村
が
地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会

の

出
を
図
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
一
六
年
度
末
で
終
了
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
本
県
の
雇
用
情
勢

を
踏
ま
え
る
と
引
き
続
き
同
制

度
の
継
続
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
現
行
制
度
で
は
、
雇

用
期
間
を
原
則
と
し
て
六
か
月

未
満
と
し
て
お
り
、
経
験
や
技

能
の
習
熟
を
図
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

更
に
有
効
な
雇
用
対
策
と
な
る

よ
う
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、国
に
お
か
れ
て
は
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
雇
用
対

策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
措
置

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

記

　１
　
緊
急
地
域
雇
用

出
特
別

交
付
金
制
度
を
平
成
一
七
年

度
以
降
も
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
。

２
　
緊
急
地
域
雇
用

出
特
別

交
付
金
制
度
の
継
続
に
当
た

っ
て
は
、
業
務
内
容
に
応
じ

た
雇
用
期
間
の
延
長
や
対
象

企
業
の
人
件
費
割
合
等
の
条

件
緩
和
な
ど
、
実
施
主
体
で

あ
る
地
方
自
治
体
が
運
用
し

や
す
い
よ
う
改
善
す
る
こ

と
。

　

　
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
等
に

関
す
る
法
律
の
整
備
を
求
め
る

意
見
書

　　
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
等
に

関
す
る
法
律
（
以
下
「
あ
は
き

法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

医
師
以
外
の
者
で
、
あ
ん
摩
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
若
し
く
は
指
圧
、

は
り
又
は
き
ゅ
う
を
業
と
し
よ

う
と
す
る
者
は
、
免
許
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
近
年
こ
れ
ら
の
免

許
を
取
得
せ
ず
に
、
あ
ん
摩
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
な
ど
の
類

似
行
為
を
行
う
者
が
急
増
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
者
と
国
家
資

格
を
有
す
る
者
と
の
業
務
の
区

別
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
同

時
に
、
無
資
格
者
の
医
業
類
似

行
為
に
よ
る
事
故
の
発
生
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
国
家
資
格
を

有
す
る
施
術
者
に
対
す
る
国
民

の
信
用
を
失
わ
せ
る
と
と
も

に
、
社
会
全
体
に
大
き
な
不
安

を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
以
上
の
趣
旨
か
ら
、
国
民
が

安
心
し
て
適
切
な
施
術
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国

家
資
格
者
の
業
務
範
囲
の
明
確

化
や
無
資
格
者
取
締
り
の
徹
底

強
化
な
ど
、
あ
は
き
法
の
改
正

等
法
整
備
を
図
る
こ
と
に
つ
い

て
、
早
急
に
対
応
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　　
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
制
度

の

設
を
求
め
る
意
見
書

　　
我
が
国
の
急
速
な
少
子
化
の

進
行
は
、
経
済
活
力
の
低
下
や

（
４
面
に
続
く
）

　
議
員
（
自
民
）
　
地
元
石
岡

市
を
は
じ
め
周
辺
町
村
は
、
何

度
も
石
岡
有
料
道
路
の
無
料
化

を
訴
え
て
お
り
、
六
月
二
日
に

も
八
、
二
三
六
名
の
署
名
簿
を

添
え
て
要
望
し
た
が
、
早
期
無

料
化
の
実
現
に
つ
い
て
伺
う
。

　
知
事
　
地
元
石
岡
市
等
か
ら

未
償
還
金
の
返
済
に
伴
う
費
用

に
つ
い
て
、
相
当
額
を
負
担
す

る
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の

で
、
平
成
一
六
年
度
末
ま
で
に

早
期
無
料
化
が
図
れ
る
よ
う
、

国
や
石
岡
市
、
道
路
公
社
な
ど

と
協
議
を
進
め
る
。

　
議
員
　
本
年
七
月
以
降
に
、

六
二
時
間
の
専
門
知
識
に
関
す

る
講
習
と
三
〇
症
例
以
上
の
病

院
実
習
を
修
了
し
た
救
急
救
命

士
に
、
気
道
確
保
の
た
め
の
気

管
挿
管
が
認
め
ら
れ
る
が
、
講

習
と
病
院
実
習
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
伺
う
。

　
生
活
環
境
部
長
　
講
習
は
県

内
全
て
の
救
急
救
命
士
を
対
象

に
平
成
一
九
年
度
ま
で
の
四
年

間
で
実
施
し
、

病
院
実
習
は
今

後
、
受
入
病
院

を
決
定
し
、
受

入
可
能
な
人
数

の
把
握
な
ど
実

習
の
た
め
の
諸

条
件
の
検
討
を

行
い
、
救
急
救

命
士
に
よ
る
気

管
挿
管
が
早
期

に
行
わ
れ
る
よ

う
積
極
的
に
取

り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
高

齢
者
虐
待
、
学

校
に
お
け
る
安

全
教
育
な
ど
も

質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
多
く
の
人

が
若
者
の
道
徳
心
の
欠
如
を
指

摘
し
て
い
る
。
国
民
道
徳
の
再

興
を
図
る
べ
き
重
要
な
時
期
に

き
て
い
る
と

え
る
が
、
学
校

に
お
け
る
道
徳

教
育
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

　
教
育
委
員
会

委
員
長
　
道
徳

の
指
導
法
だ
け

で
な
く
、
教
員

自
ら
の
徳
を
高

め
る
研
修
や
、

教
員
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
校
長

に
対
す
る
研
修

を
進
め
、
教
師

の
人
間
力
に
よ

る
道
徳
教
育
の
一
層
の
充
実
に

努
め
る
。

　
議
員
　
国
道
二
四
五
号
湊
大

橋
の
架
け
替
え
は
平
成
一
四
年

度
に
着
工
さ
れ
て
い
る
が
、
大

強
度
陽
子
加
速
器
関
連
の
開
発

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
、

早
期
完
成
が
望
ま
れ
て
い
る
。

進

状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
。

　
土
木
部
長
　
水
戸
市
側
か
ら

橋
梁
下
部
工
事
に
着
手
し
、
橋

台
と
橋
脚
一
基
が
完
了
、
残
る

二
基
を
施
工
中
。
用
地
取
得
に

課
題
が
あ
る
も
の
の
早
期
解
決

に
努
め
、
二
車
線
分
の
早
期
完

成
を
図
る
。
四
車
線
化
に
つ
い

て
も
、
前
後
の
道
路
整
備
の
進

に
あ
わ
せ
、
順
次
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
い
ば
ら
き
教
育
の

日
及
び
教
育
月
間
に
お
け
る
取

組
方
針
、
観
光
客
の
ひ
た
ち
海

浜
公
園
利
用
料
金
無
料
化
な
ど

も
質
問
）


